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論 文 内 容 の 要 旨
「脱 工 業 社 会」 とい う概 念 は 、 今 や 現 代 社 会 を 指 し示す もの と して、 非 常 に頻 繁 に 目に す る
概 念 で あ る。 この 概 念 は 、 い う まで もな く、 ダ ニ エ ル ・ベ ル の 『脱 工 業社 会 の 到来 』 に よ っ て
広 く知 られ るよ うに な っ た。 ベ ル の 「脱 工 業社 会」 論 は、 情 報社 会 論 、 福 祉 国家 論 、 消 費社 会
論 、 感 情 社 会 学 な ど非 常 に広 範 囲 の 学 問 領 域 を 基礎 づ け て お り、 様 々 な論 者 が、 肯 定 的 に しろ
否 定 的 に し ろ、 「脱 工 業 社 会 」 論 を下 敷 き に しな が ら、 持 論 を 展 開 して い る。 こ う し た 社 会
(科)学 全 般 にお い て、現 代 社 会 の 特 徴 を 「脱 工 業 社 会 」 とい う用 語 に よ っ て表 現 す る こ とは、
半 ば 常 識 とな って い る 。
学 術 的 な 世 界 にお いて だ け で な く、 洋 の東 西 を 問 わ ず 、 世 界 中 の多 くの 指 導 者 も、 「脱 工 業
社 会 」に言 及 して い る。ア メ リカ 合 州 国 元 大統 領 ク リ ン トンや イギ リス の 元首 相 サ ッチ ャー も、
そ の な か に含 まれ る 。 西 側 先 進 諸 国 は 、 自 ら を 「脱 工 業 社 会」 とみ な して お り、 そ の他 の 国 々
も 「脱 工業 社 会 」 へ の 移行 をい か に進 め る か とい う課 題 に 直 面 して い る(P鳳p.x)。 こ う した
世 界 的 状 況 は 、1973年に公 刊 され た 『脱 工 業 社 会 の到 来 』 が 冷 戦 崩 壊 後 も な おそ の意 義 を 失 っ
て いな い こ と の何 よ りの証 左 で あ る。 もち ろん ベ ル 自身 もそ の 意 義 を一貫 して 強 調 し、 再 確 認
して い る。 この こ とは 、 ベ ル 自 ら1999年に新 た な序 文 を付 して い る ことか ら も うか が う こ とが
で き る。 現 代 社 会 把 握 の た め の 理 論 で あ る、 「脱 工 業社 会 」 論 の意 義 を提 示 す る こ と、 これ が 、
本 稿 にお け る課 題 で あ る。
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この 課題 達 成 の た め に、 本 稿 が と る方 法 論 的 視 座 につ いて 、述 べ て お き た い。 「脱 工 業 社 会 」
論 は 、 ア メ リカ社 会 の、 さ らに は先 進 産 業 諸 国 の構 造 変 動 を捉 え よ う とす る も ので あ る。 こ の
構 造 変 動 は、 「工 業 社 会」 か ら 「脱 工 業 社 会 」 へ の 転 換 に と も な っ て 生 じた も の で あ る。 ベ ル
は、 この構 造 変 動 分 析 に さ い して 、 特 に ア メ リカ 社 会 を例 と して と りあげ る。 ベ ル によ れ ば 、
ア メ リカ社 会 は、1960年代 末 か ら70年代 初 頭 にか けて 、 「脱 工 業 社 会 」 に突 入 した 。 そ れ 以 前 、
す な わ ち戦 後 か ら1960年代 にか けて 、ア メ リカ社 会 は、 「脱 工 業 社 会」へ の転 換 期 に あ った 。 第
二 次 大 戦 期 以 降 ベ ル は、 一 貫 して この 構 造 変 動 の 渦 中 にあ るア メ リカ 社 会 の 実 態 分 析 に取 り組
ん で き た。 「脱 工 業 社 会 」 論 は、 こ の実 態 分 析 か ら得 た 知 見 、 概 念 を彫 琢 す る こ と に よ っ て、
形 成 され て い る。 そ れ ゆ えベ ル の理 論 形 成 過 程 に した が って 、彼 の 経 験 的 問 題 に か ん す る 分 析
を解 析 し、 こ こか ら 「脱 工 業 社 会」 論 形 成 へ 至 る道 筋 を 追 い か け る。 以 下、 この過 程 を、 本 稿
の章 立 て にそ って 、 概 説 す る 。
まず 第1章 にお いて 、 ベ ル の戦 時 体 制 分 析 を解 析 す る。1919年に 生 まれ たベ ル は、13歳の と
き に 「ア メ リカ 社 会 党 」 の 青 年 組 織 「社 会 主 義 者 青 年 同 盟」 に参 加 し、 そ の こ 、 「社 会 民 主 連
合 」 と い う社 会 党 の右 派 組 織 に参 加 す る。1941年、 ベ ル は、22歳の と き に 「社 会 民主 連 合 」 の
機 関 誌 『ニ ュ ー ・リー ダ ー 』 の 編 集 長 に 就 任 す る。 戦 時 中 の ベ ル は、 『ニ ュー ・リー ダ ー 』 の
編 集 長 と して 、マ ル クス主 義 に依 拠 しな が ら、 合 州 国 の戦 時 体 制 を分 析 して い る。 戦 時 体 制 に
よ って もた ら され る 社 会変 動 が、 社 会 主 義 の追 求 に とっ て どの よ うな影 響 を与 え る のか 、 ベ ル
は、 この点 に 関心 を 向 けて い た。 戦 時 体 制 分 析 を通 じて 、 ベ ル は 、 戦 時 政 策 遂 行 のた め に設 置
さ れ た行 政機 関 に、巨大 ビ ジネ ス の重 役 が 任 用 され て い.るこ と に、気 づ か され た。 例 えば 、1941
年 に 設 置 さ れ た 「生産 管 理 局OfficeofProductionManagement」の長 官 に は、 ジ ェネ ラル ・モ ー
タ ー ズ の ヌ ー ドセ ンが就 き、1942年に 設置 され た 「戦 時 生産 局WarProductionBoard」の 長 官
に は、 シ ア ー ズ ・ローバ ック社 のネ ル ソ ン、 副 長 官 に は、 ジ ェネ ラル ・エ レ ク トリ ッ ク社 社 長
の ウ ィル ソ ンが任 用 され た 。 ベル に よれ ば 、巨 大 ビ ジ ネス の意 の ま ま に制 御 さ れ た 統 治 機 構 は 、
戦 時 生産 契 約 の大 部 分 を、巨大 ビ ジネ ス に発 注 して いた 。 そ れ ゆえ 契 約 総 額 の70%が 、100社に
集 中す る こ とと な っ た。 しか も、 大 企 業 の多 くは 、 ナ チ ス ・ドイ ッ を支 え る 巨 大 企 業 と、 国 際
カル テ ル を結 び 、 戦 争 遂 行 と い う観 点 か らで は な く、 自己 利 益 追 求 とい う観 点 か らの み 、活 動
して いた 。1.G.ファル ベ ン とス タ ン ダー ド石 油 との 国際 カル テ ル が 、そ の典 型 例 と して取 り上
げ られ て い る。 ベ ル の この よ うな 指 摘 は 、 合 州 国 の 戦 時 体 制 にか ん す る 先行 研 究 によ つ て示 さ
れ た デ ー タ に照 らして 、 妥 当で あ る こ とが 、 本稿 に お い て 論 証 さ れ る。
ベ ル は 、 こ の よ うな 事 態 をみ て 、 戦 時 体 制 にお け る 経済 計 画 を 利 用 して、 巨 大 ビジ ネ ス が統
治 機 構 を支 配 す る よ う にな った 、 と認 識 した 。 この 認 識 に基 づ い て 、 ベ ル は、 ヒル フ ァーデ ィ
ング の 『金 融 資 本 論』 を批 判 、援 用 しな が ら、 独 自の 「独 占国家 」 論 の形 成 に着 手 す る。 この
さ い、 ベ ル は 、 ヒル フ ァー デ ィ ング の 理 論 に伏 在 す る 、 マ ル ク ス 主 義 の経 済 決 定 論 を批 判 し、
政 治 権 力 の 問 題 を視 野 に 収 め よ う と して い る。 た だ し、ベ ル の 「独 占国 家」論 は 、依 然 と して、
マ ル クス 主 義 の 二 大 階級 論 に依 拠 して い た。 しか し戦後 、 ベル は、 二 大 階級 論 に よ っ て は捉 え
る こ とが で き な い事 態 、 す な わ ち ホ ワイ ト ・カ ラー や 専 門職 の増 大 とい う事 態 を 目の 当 た りに
す る。 こ う して ベ ル は 、 マ ル クス 主義 か ら距離 を とる よ うに な り、 これ に代 わ りう る理 論 枠 組
み を模 索 しは じめ る。 この 模 索 の な か か ら生 み だ され た 論 考 が 、 「マ ル クス 社 会 主 義 の 発 展 と
背 景 」(1952年)であ る。 この著 作 は 、 ア メ リカ 社 会 の実 態解 明 の た め に 提 出 され た もの で あ
る 。
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第2章 にお いて 、 「マ ル ク ス 社 会 主 義 の 発 展 と背 景」(以 下 「マ ル クス 社 会 主 義 」 と表 記)を
中心 的 テ キ ス トと し て、 ベ ル の ア メ リカ社 会 主 義 批 判 を解 析 す る。 「マ ル ク ス 社 会 主 義 」 に お
い てベ ル は 、実 践 家 と して の 自己 反 省 も含 め な が ら、なぜ 合州 国 に社 会 主 義 が 存 在 しな い の か、
と い う 問題 を探 求 す る。 ベ ル は 、 そ の 原 因 解 明 の た め に、 ニ ュー ヨー ク の社 会 主 義 と中 西部 の
社 会 主 義 と を分 析 して い る。 これ らの 地 域 は 、社 会党 の 支持 基盤 の 中心 で あ っ た。 中 西部 の社
会 主 義 を にな った 人物 と して 、 デ ブ ス が と りあ げ られ る。 彼 は、 「ア メ リカ社 会 党 」 大 統 領 候
補 を、 幾 度 も務 め た 人 物 で あ る。 デ ブ ス は 、 中 西部 に広 が る広 大 な土 地 に入 植 地 を建 設 す る こ
とが 労 働 問 題 を解 決 す る、 と考 え 、19世紀 末 に、 協 同 入植 地 建設 を 計画 す る。 デ ブ ス は、 マル
ク スで は な く、 ベ ラ ミー か ら多 大 な影 響 を 受 け て 、社 会 主 義 の道 を進 ん で い っ た。 入 植 地 建 設
へ の志 向は 、 ベ ラ ミー か ら受 け た 「ユ ー トピ ア 主 義」 の影 響 に 由来 す る もので あ る。 それ に加
えて 、 デ ブ ス は 、 ベ ラ ミー か ら 「宗 教 的性 質」 を受 け継 ぐ こ と とな っ た。 そ れ ゆ えデ ブス は、
「福 音 主 義 的 」 性 格 を反 映 して い た。 くわ え てデ ブ ス は、 ポ ピ ュ リズム の象 徴 で あ る、 民主 党
大 統 領 候 補 ブ ライ ア ンの選 挙 運 動 に 熱 心 に か か わ っ て い っ た。 この よ うにデ ブ ス は、 決 して 、
マ ル クス 社 会 主 義 者 とよば れ るよ うな 人 物 で は な か っ た。 デ ブ ス の も つ社 会 主 義 者 と して の特
質 は 、 ア メ リカ の社 会 主義 の特 質 を典 型 的 に示 して い る。
他 方 、 ニ ュー ヨー ク の社 会 主義 は、 東 欧 系 ユ ダヤ 人 に よ っ て に なわ れ た 。 東 欧 系ユ ダ ヤ 人 の
指 導 者 は 、 モ リス ・ヒル キ ッ トで あ っ た。 東 欧 系ユ ダ ヤ 人 は、19世紀 末 に ア メ リカ合 州 国 に移
民 し、 主 に衣 服 製造 業 に従 事 し て い た。 彼 らは 、 「全 国 婦 人 服 労 働 組 合」、 「帽 子 労 働 組 合 」 な
ど、 強 力 な労 働 組 合 を築 き 上げ 、 社 会 党 の支 持 基 盤 を形 成 して い っ た。 ニ ュー ヨー ク の社 会 主
義 の 影 響 力 は 、1910年に ビ ク ター ・バ ー ガ ー、1914年に メ イ ヤ ー ・ロ ン ドンを 、 連 邦 議 会 に 当
選 させ た こ とに、 顕 著 に示 され て い る。 東 欧 系 ユ ダ ヤ 人 の組 織 化 にみ られ る よ う に、 「ア メ リ
カ 社 会 党」 は、外 国 語 を 話 す 人 々 に よ っ て構 成 され た 「外 国 語 連 盟」 に よ って 支 え られ て いた 。
そ の な か には 、 「ユ ダ ヤ 連 盟 」、 「フ ィ ン ラ ン ド連 盟 」、 「ス ラ ブ連 盟」 な どが あ る 。 これ ら 「外
国 語 連 盟」 は、 合 州 国 の労 働 者 が エ スニ シ テ ィ ご とに組 織 され る と い う ア メ リカ 社 会 主 義 の特
質 を 示 して い る。
この よ うに 中 西 部 の社 会 主義 と、 ニ ュ ー ヨー ク の社 会 主 義 とは、 全 く異 な る性 格 を もつ 。 し
か も この両 者 は、 激 し く対 立 して いた 。 ベル に よれ ば そ の原 因は 、 中西 部 の 社 会 主 義 が もつ ネ
イ テ ィヴ ィ ズ ム とい う性 格 に あ る。 この ネイ テ ィ ヴ ィズ ム は、 諸 悪 の根 元 が 「国 際 金 融 業 者 」
す な わ ち 「ユ ダヤ 人」 に あ る、 とみ なす 。 デ ブ ス を含 め、 中西 部 の社 会 主 義 者 は 、一 様 に、 「反
ユ ダ ヤ 主 義」 と い う 性 格 を も って い た 。 そ れ ゆ え 中西 部 の社 会 主 義 者 は 、 ユ ダ ヤ 人 をふ くむ
ニ ュ ー ヨー ク の社 会 主 義 者 を、 攻 撃 す る に い た り、 両 者 の対 立 は 、 激 化 す る こ と とな った 。
この よ う に マル ク ス主 義 の二 大 階 級 論 に よ って 想 定 され て い る 同質 的 な 労 働 者 階 級 が 、 合 州
国 に は存 在 しな い。 い いか え る と、 合 州 国 の労 働 者 は 、 地 域 ご と に、 あ る いは エ ス ニ シテ ィ ご
とに、 多様 な 特 色 を もっ て い る。 ベ ル は、 「マル ク ス 社 会 主 義 」 にお い て この 点 を解 明 す る こ
とが で きた 。 この時 点 にお いて 、 ベ ル は 、 ヨー ロ ッパ 生 まれ のマ ル クス 主 義 が 、 本 来 的 に、 ア
メ リカ社 会 分 析 に とって 有 効 で な い、 と い う認 識 に至 る。 こ こか らベ ル は 、 ア メ リカ 社 会 の実
態 分析 か ら、 マル ク ス主 義 に代 わ る分 析 枠 組 み を獲 得 し よ う と企 図す る。 ア メ リカ社 会 論 と し
て の性 格 を も つ一 連 の著 作 は、 『イ デ オ ロギ ー の終 焉 』 刊 行 へ と結 実 す る。
第3章 にお いて 、 ベ ル の マ ッカ ー シ ズ ム 論 を と りあげ る。 これ は 、 『イ デ オ ロギ ー の 終 焉 』
にお いて 示 され た、 社 会 学 方 法 論 の理 論 編 で あ る。 これ と対 照 的 に、 第4章 にお いて 、 そ の 実
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証 編 で あ る 、 ニ ュー ヨー ク港 湾 労 働 者 分 析 を解 析 す る。 この2つ の章 にお いて 、 マル クス 主 義
だ け で は な く、 「大 衆 社 会 」 論、 「パ ワー ・エ リー ト」 論 、道 徳 主 義 な どの既 成 の 分 析 枠 組 み が 、
ア メ リカ社 会 の 実 態 分析 に とっ て有 効 で な い ことが 示 され る。
ベ ル は 、 マ ッカ ー シズ ム 論 にお い て、 「地 位 政 治 」 と い う新 しい 社 会 学 概 念 を提 出 す る。 こ
れ は 、 「豊 か な 社 会」 で あ る 合州 国 にお い て、 経 済 に基 礎 づ け られ た 階 級 闘 争 で な く、 「地 位 」
を め ぐる 争 い が 、 主 要 な社 会 闘 争 に な っ て い る こ とを示 して い る。 第1章 にお いて マ ル クス 主
義 の 経済 決 定 論 が 批 判 され 、 政治 権 力 の 問題 が、 取 り扱 わ れ た こと は、 す で に確 認 した 。 こ こ
で 「地 位 」 に 強 調 が お かれ た こ とは、 ベ ル の社 会 学 方 法 論 上 の新 た な展 開 を示 す も ので あ る。
「地位 」 が 、社 会 闘 争 の 主 要 な焦 点 に な っ た こと は、 マ ッカー シー の支 持 集 団 にか んす る考
察 に よ って 、 明 らか に され る。 支 持 集 団 と して まず 「貴 族 」 が取 り上げ られ る。 「貴 族 」 とは 、
親 か ら財 産 ・企 業 を相続 し、代 々家 族 企 業 を経 営 して き た 人 々で あ る。 彼 らは 、 こ の相 続 財 産
に 基 づ い て 「貴 族」 と して の 「地 位 」 を保 持 して きた 。 しか し合 州 国 にお いて は 、 所 有 と経 営
との 分 離 が 生 じ、 経 営 に は、 専 門的 技 能 を もった 管 理 職 が あて られ る よ う にな った 。 つ ま り高
い 「地位 」 の 獲 得 の た め に は、 「財 産 」 で な く、 「専 門的 技 能 」 が 必 要 と され るよ う にな った 。
この 管 理 職 の 台 頭 は、 「貴 族 」 の 「地 位 」 を脅 か し始 め た 。 こ う して 相続 財 産 に依 拠 して き た
「貴族 」 は 、 そ の 「地位 」 を 失 い か けて お り、 そ れ ゆ え に不 安 感 に苛 まれ て い る。 彼 らは 、 こ
れ まで 保 持 して きた 地位 を 守 ろ う と して、 自 らがか つ て支 配 的地 位 に あ った 社 会 の価 値 、 す な
わ ち 「ア メ リカ ニ ズ ム 」 をす べ て の 人 に 押 しつ け よ う とす る。 「ア メ リカニ ズ ム」 とは 、 個 人
の 「業 績」 を強 調 す る、 合州 国 の伝 統 的 な価 値 規 範 で あ る。
他 方 、 階 層 を 下 降 しつ つ あ る集 団 だ け で な く、 階 層 を 上 昇 しつ つ あ る集 団 も、 「地 位 政 治 」
に参 入 して く る。 ア イ ル ラ ン ド系、 ドイ ツ系 の 「エ ス ニ ック集 団」が 、 これ に あ た る。 彼 らは 、
第 二 次 大 戦 後 、 中産 階 級 に 上 昇す る こ とに 成功 した。 しか し経 済 的 に豊 か にな った とは い え、
彼 らは 、 ア メ リカ 人 と して の 「社 会 的 承 認」 さ え与 え られ て い な か っ た。 彼 ら は、 安 定 した
「地 位 」 を獲 得 して いな いが ゆ え に、 不 安 感 に苛 まれ 、 「強 迫 的」 にア メ リカ 人1こな ろ う とす
る。 ア メ リカ 人 で あ る証 明 の た め に、 「エ スニ ック集 団 」 は 、 「ア メ リカ ニ ズ ム」 と い う支 配 的
な 価 値 観 の 信 奉 者 で あ る こ と を、 示 さ な け れば な らな い。 それ ゆ え 自 らの忠 誠 心 を広 く知 らし
め る た め に 、 「エ ス ニ ック集 団」 は、 他 人 に も 「ア メ リカ ニ ズ ム 」 を強 要 す る よ う にな った 。
「エ ス ニ ッ ク集 団 」 が ア メ リカ 社 会 に お け る重 要 な要 素 とな る こ とは、 第2章 にお いて 確 認 さ
れ た 知 見 で あ った 。 ベ ル は 、 この こ とを 、 ア メ リカ社 会 の 特徴 と して、 指 摘 して い る。
理 論 編 にお いて ∫地 位 政 治」 と い う概 念 を得 た ベル は 、 実 証編 に お い て、 この概 念 を駆 使 す
る。 第4章 にお いて 、 ベ ル の 分 析 に した が って、 この 「地位 」 を め ぐる アイ ル ラ ン ド系 とイ タ
リア 系 と の闘 争 が 、 ニ ュー ヨー ク港 湾 に お いて繰 り広 げ られ て い る 状 況 を実 証 的 に考 察 す る。
こ こか らベ ル は 、 「エ ス ニ シテ ィの 順 序」 とい う概 念 を獲 得 す る(EI,p,129)。
まず ベ ル は 、 ア メ リカ社 会 の 文 化 的 背 景 に着 目す る。 「開 か れ た」 ア メ リカ 社 会 にお い て、
個 人 の業 績 が 何 よ りも重 視 され る。 これ は 、 マ ッカ ー シズ ム 論 にお い て確 認 され た 「ア メ リカ
ニ ズ ム 」に 由来 して い る。 しか し こ う した価 値 規 範 が 前 提 と され て い な が ら、ア メ リカ社 会 は、
少 な く とも この 国 に到 着 した ば か りの 移 民 に と って 、 「開か れ た」 社 会 とい う こ とは で き な い。
つ ま り移 民 に は、 こう した 目標 を達 成 す る た め の 機 会 が 与 え られ て い な い 。そ れ ゆ え 移 民 は、
この 目標 達 成 を前 提 と した場 合 、 周 辺 的 な 、 例 え非 合 法 と され て い るよ うな事 業 に さ え、 携 わ
らな け れ ば な らな い 。 この よ う に移 民 に と って 、 社 会 上 昇 の た め の 「梯 子 」 は 、 「持 続 的 利 益
一320一
のた め に組 織 され た不 正 な活 動」 しか 残 され て い な い。 この 「組 織 的 不 正 行 為 」 は、 あ くまで
も ア メ リカ 的 価 値 規 範 に 従 っ た 場 合、 移 民 た ち に残 され た最 後 の手 段 と して の 「奇 妙 な 梯 子 」
で あ る。 ニ ュー ヨー ク港 湾 地 域 にお い て 、 この 「奇 妙 な梯 子 」 を登 った のが 、 アイ ル ラ ン ド系
移 民 とイ タ リア 系 移 民 で あ っ た。 彼 らは 、 い わ ゆ る 「ギ ャ ング」 と して 、 港 湾 労 働 者 か らの ピ
ンハ ネ 、 雇 用 名 簿 の 水 増 し、 船 荷 の 窃 盗 な ど、 「組 織 的不 正 行 為 」 をお こな って い た。
この2つ の エ ス ニ シテ ィは 、 異 な る 時 期 に、梯 子 を 登 り始 め る。19世紀 半 ば に、 合 州 国 に 到
着 した アイ ル ラ ン ド系 移 民 は、 イ タ リア 系移 民 よ りも 早 く梯 子 を登 り始 め、 す で に1950年代 に
は 中流 階 級 に上 昇 して いた 。 中流 階 級 に上 昇 した ア イ ル ラ ン ド系 は、 す で に 「専 門職 業 的訓 練
と正 統 な 事 業 上 の 成 功 を 獲 得」 す る ま で に至 っ てお り、 こ う した 「組 織 的 不 正 行 為 」 に従 事 す
る必 要 が な い 位 置 に まで 上 昇 して いた 。 そ れ ゆ え ア イ ル ラ ン ド系が 、 「地 位 政 治」 に 参 入 す る
こ とが 可 能 で あ った こ とは 、 す で に第3章 にお い て み た とお りで あ る。19世紀 末 に移 民 して き
たイ タ リア系 は、 アイ ル ラ ン ド系 に遅 れ て、 この梯 子 を登 り始 め、1950年代 に よ うや く中流 階
級 にた ど り着 きつ っ あ っ た。 この よ う に 新 し く来 た 移 民集 団 は、 そ れ 以 前 に移 民 した 集 団 が
や っ と捨 て 去 った ば か りの 社 会 の最 下 層 をそ れ ぞ れ 占め て い た。 ア イル ラ ン ド系 が、 中流 階級
に 至 り、す で に港 湾 地 域 にお け る 「組 織 的 不 正 行 為」 に従 事 しな くて もよ い状 況 に お かれ た 時 、
イ タ リア 系が 、ア イ ル ラ ン ド系 に代 わ っ て、 こ の 「組 織 的不 正 行 為 」に従 事 す る よ うに な っ た。
ベル は、 この よ うな 「組 織 的 不 正 行 為 」 にか か わ る 者 に、 「明 確 な エ ス ニ ック な 順 序 」 が 存 在
す る、 と述 べ て い る。 ニ ュー ヨー ク港 湾 地 域 にお い て 、 ア イ ル ラ ン ド系、 イ タ リア 系 のギ ャ ン
グ た ち は、 「組 織 的 不 正 行 為 」 によ っ て 得 た 経済 的富 を通 じて、 「擬i似的 」 にで も 「尊 敬」 を 獲
得 した い と考 え た(E∫,pp.138,147)。した が っ てベ ル に よれ ば 、 港 湾 地 域 にお け る アイ ル ラ ン
ド系 とイ タ リア 系ギ ャ ング と の対 立 は 、経 済 的 ・社 会 的 階 層 をめ ぐる 争 い で あ っ た。 これ らマ ッ
カ ー シズ ム 、 港 湾 労 働 者 問題 は 、 「脱 工 業 社 会 」 へ の転 換 期 に あ る ア メ リカ 社 会 の 構 造 変 動 を
示 す現 象 で あ っ た。
第5章 に お い て、 社 会 学 方 法 論 と して だ けで な く、 ベ ル 自身 の 思 想 信 条 と して 、 ベ ル が マ ル
ク ス 主義 の何 を批 判 し、そ こか ら何 を受 け継 いだ のか 、この 点 につ い て考 察 す る。 ベ ル は、 「複
雑 な」 現 代 社 会 にお いて 、 マ ル クス 主 義 の 「千 年 王 国 説 的 」 革 命 が 、 実現 可能 性 を もっ て い な
い と主 張 す る。 この革 命 は 、 結 果 的 に、 共 産 主 義 諸 国 にお い て、 「モ ス ク ワ裁 判 、 独 ソ不 可 侵
条 約 、 強 制 収 容 所 、 ハ ンガ リー 労 働 者 に対 す る 弾 圧 と い っ た」1参禍」 を も た ら した(E1,p.402.
二 六 二 頁)。 ベ ル は、 「千 年 王 国 説 的 」革 命 を拒 否す る。 しか しそ う で あ るか らと い って 、 ベ ル
は 、 レ ッセ フ ェー ル 的市 場 経済 に 帰れ 、 と主 張 して い な い。 ベ ル が 述 べ た い こ とは 、 資 本 主 義
か 社 会 主 義 か とい う二項 対 立 図 式 が、 意 味 を失 っ た とい う こ とで あ る。 戦 後 の 「福 祉 国 家」 の
興 隆 、 「混 合 経 済 」 の登 場 が、 この こ と を示 して いる。 市 場 メ カニ ズム と経 済 計 画 と を い か に
組 み 合 わ せ る か に、 問題 の 焦点 が、 移 っ て き て い る。 ただ しベ ル は 、 マ ル クス 主 義 の 意 義 が 全
くな くな っ た 、 と主 張 して い な い。 ベル は、 マル クス 主 義 か ら 「平 等 の理 念」 を受 け継 いだ 。
さ ら にそ れ だ け で な く、ベ ル は 、「労 働 過 程 」の改 革 の重 要 性 を強 調 す る。 この 改 革 は 、「所 有 」
形 態 が 資 本 主 義 で あ ろ う と、 社 会 主 義 で あ ろ う と、 仕 事 にお け る意 味 を見 いだ す た め には 、 必
要 とさ れ る。 この よ うな マ ル ク ス 主 義 の批 判 的 継 承 と い う意 味 に お い て、 ベ ル は 、 「ポ ス ト ・
マ ル クス 主 義 者 」 で あ る。 「ポ ス ト ・マ ル クス 主 義 者 」 とい う立 場 は 、 これ 以 前 ま で イ メー ジ
され て き たベ ル 像 とは 全 く異 な る もの で あ る。
第6章 に お いて 、 マ ル クス 主 義 に代 わ る理 論 枠 組 み と して 提 示 され た、 「脱 工 業 社 会 」 論 を
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解 析 す る。 ベ ル は、 戦後 の ア メ リカ社 会 分 析 か ら、 ホ ワイ ト ・カ ラー 、 専 門職 の 増 大 、 「地 位 」
闘 争、 と い った 知 見 、概 念 を獲 得 した 。 これ らは、 「脱 工 業社 会 」 の胎 動 を暗 示 す る もの で あ っ
た。 ベル は、 『イ デ オ ロギ ー の終 焉 』段 階 の分 析 を精 緻 化 しな が ら、 「脱 工 業 社 会 」 論 を形 成 す
る に 至 る 。 ベ ル は、 「脱 工 業 社 会」 の 胎 動 を示 す ア メ リカ 社 会 の経 験 的 問 題 に言 及 しな が ら、
この作 業 を続 け て い る。 したが って この理 論 形 成 過 程 は、 そ れ 以 前 の 「工 業 社 会 」 か ら 「脱 工
業 社 会 」 へ の転 換 過 程 分 析 と密 接 に結 び つ いた も ので あ る。
ベル は 、 マ ル ク ス の 「社 会 発 展 論 」 を批 判 、 援 用 しな が ら、 「脱 工 業 社 会」 論 を形 成 して い
く。 マル ク ス は、 社 会 の発 展 を単 線 的 で あ る、 と捉 え、 社 会 が 、 封 建 制 、 資 本 主 義 、 社 会 主 義
とい う線 にそ っ て、 「必 然 的 」 に発 展 す る 、 と仮 定 した。 こ こで マル ク ス は、 「所 有 」 と 「生 産
力」 と を 「生 産 様 式 」 とい う概 念 のな か に混 合 させ て い る。 ベル は、 この2つ を 区別 す る。 「生
産 力」 の軸 にそ って みれ ば 、 「所 有」 形 態 が 、 資 本 主 義 で あ ろ う と社 会 主 義 で あ ろ う と、 「工 業
社 会 」、 「脱 工 業 社 会 」 とい う区別 が 可能 とな る 。 した が っ て 「所 有 」 の 軸 か らみ れ ば 、 もち ろ
んイ デ オ ロギ ー の レベ ル にお いて で あ るが 、 ソ 連 は.、「社 会 主義 」 で あ り、 合 州 国 は 、 「資 本 主
義 」 で あ る。 しか し 「生 産 力 」 の 軸 か らみ れ ば 、 両 国 は 、 どち らも 「脱 工 業 社 会」 で あ る 、 と
い う こ とが で き る。
こ の 「脱 工 業 社 会 」 の特 徴 と して 、 ベ ル は 、 工 業 か らサ ー ビス 業 、 特 に教 育 ・保健 部 門 へ の
主 要 産 業 の 転 換 、 専 門職 の増 大 、 そ れ に伴 う非 官 僚 制 的 組 織 の登 場 、 「所 有 と経 営 と の分 離」
の拡 散 、 大 学 ・大 学 院 進 学 率 の 上 昇 、 をあ げ て い る。 これ らの 特 徴 に加 え て 、 ベル が 最 も重視
して い る のが 、 「理 論 的 知 識 の体 系 化」 と 「科 学 とテ ク ノ ロ ジー との新 た な関 係 」 で あ る。 「理
論 的 知 識 」 を体 系 化 し、 テ ク ノ ロ ジー の 発 展 を基 礎 づ け る の は 、 特 にア メ リカ 合州 国 の 場 合、
「大 学 」 で あ る。 そ れ ゆ えベ ル は 、 大 学 を 「脱 工 業 社 会」 の 「基 軸構 造」 と位 置 づ け る。 そ れ
ゆ え 「基 軸 構 造」 にお いて 生 じた 「学 生 反 乱 」 は 、 「脱 工業 社 会 」 の 喫 緊 の課 題 とな る。 ベ ル
は 、 「学 生 反 乱 」 分 析 を通 じて、 「脱 工 業 社 会 」 の 「基 軸 構 造 」 と して の 大学 の あ る べ き姿 を提
示 して い る。 この 点 に着 目 して 、 「脱 工業 社 会 」 論 と不 可 分 の 「学 生 反 乱 」分 析 を第7章 に お い
て 解 析 した い。
「学 生 反 乱」 の原 因 は、 い う まで もな く、 「学 生 の不 満」 で あ る。 学 生 は、 ベ ル が 「組 織 の
鎧」 と よぶ 事 態 に対 して不 満 を も って い た(cαv,p.ix)。この 事 態 は、 「脱 工 業 社 会 の到 来 」
に と もな って 生 じた もの で あ る。 教育 が、社 会 的流 動 性 の基 礎 とな る 「脱 工 業 社 会 」にお い て、
進 学 率 は 、 急 上 昇 す る。1950年代 にマ ッカ ー シズ ム が 登 場 した とき以 上 に、 メ リ トク ラ シ ー に
基 づ く競 争 が 、 激 化 して い る。 専 門 家養 成 の た め に、 専 門 課程 が重 視 さ れ、 一一般 教 育 は、 軽 視
され て い った 。 大 学 は 、 まさ に 「職 業 訓練 校 」 化 され つ つ あ っ た。 黒 人 が 「学 生反 乱 」 に参 加
し、 「積 極 的 差 別 是 正 施 策 」 が 大 きな 争点 とな った の に は 、 こ う した 背 景 が存 在 した 。 つ ま り
「エ ス ニ シテ ィの 順 序」 に した が っ て 中産 階級 に 上 昇 しつ つ あ っ た黒 人 は、 社 会 的 流 動 性 の基
礎 とな った 大 学 へ の 入 学 を要求 して い た。 学 生 た ち が直 面 した こ う した 激 烈 な 競 争 こそ 、 彼 ら
の不 満 の源 の 一 つ で あ っ た。
さ らに 専 門化 圧 力 は 、 専 門職 の養 成 とい う観 点 か らも 問題 を生 じさせ る。 一 般 教 育 を十 分 に
受 け て い な い 専 門 職 は 、 「自律 的 」 で あ る こ とは で き な い 。 そ れ ゆ え ベ ル は、 「脱 工 業 社 会 」 の
中軸 を 担 う専 門職 の養 成 に とっ て、 当時 の学 部 教 育 が 不 適 切 な状 態 に あ る、 と危 惧 して い る。
ベル は、 これ らを 「組織 の鎧 」 とい う概 念 に よ って 示 して い る。
この よ うに学 部 教 育 は、軽視 され て お り、彼 らは、大 学 の意 思 決 定 に全 く参 加 で きな か った 。
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そ れ ゆ え 学 生 た ちは 、 意 思 決 定 の 参 加 要 求 の た め に、 「学 生 反 乱 」 に 与す る こ と と な っ た。 ベ
ル は、 こ う した 学 生 た ち の 不 満 の 源 を 突 き止 め 、大 学 の あ る べ き 組 織 形 態 を提 示 す る。 まず
「大 学 内 にお け る機 能 と位 置 に応 じた 権 利 ・権 力 ・責任 の領 域 を定 義 す る」 必 要 が あ る(COノ〉,
pp.96,107)。ベ ル は 、 階 層 化 を前 提 に して 、 で き る だ け参 加 を促 進す る 制度 にす べ き で あ る、
と主 張 す る。 この 非 官 僚 制 的 組 織 は 、 「脱 工 業 社 会」 に特有 の 組織 形態 で あ る。
「脱 工 業 社 会 」 論 とそ の 枢 要 の位 置 を 占め る大 学 論 とに お いて 提 起 され た 問 題 は 、 「脱 工業
社 会 」 に突 入 した、 あ る い は 突 入 しつ つ あ る 各 国 に 共 通 す る 問 題 で あ る。 した が っ て ベ ル の
「脱 工 業社 会」 論 と、 大 学論 とは 、21世紀 の 世 界 に とって 、 重要 な示 唆 を含 ん だ も の で あ る。
論 文 審 査 結 果 の 要 旨
本 論 文 は 、ダ ニ エル ・ベ ル 独 自 の現 代 社 会 理 解 で あ る 「脱 工 業 社 会」 論 に 照準 を合 わせ つ つ、
そ う した独 自の理 解 に い た る ベ ル の理 論 形成 過程 を、 初 期 か ら一 貫 して あ とづ け よ う と した も
の で あ る。 と くに 本 論文 で は、 研 究 史 上 ま だ ほ とん ど知 られ て い な い第 二 次 大 戦 期 の ベル の諸
論 稿 に光 を あて 、 ア メ リカ社 会 党 員 と して の ベル の認 識 を分 析 す る とと も に、 そ の後 マル クス
主義 的 認識 か ら脱 却 す る過 程 を析 出 して い る。 本 論 文 は、 ベル の理 論 形 成 過 程 を た んね ん に追
う こ とに よ って 、 ベル 独 自の現 代 社 会 把 握 の意 義 を解 明 しよ う と意 図 した も ので あ る。
そ の た め本 論 文 は、7章 か ら構 成 され て い る。 まず 「第1章 第 二 次 大 戦 期 にお け る戦 時 体
制 分 析 」 にお いて は、 ベ ル が22歳で 就 任 した 「ア メ リカ社 会 党 」 右 派 の 機 関 紙 『ニ ュー ・リー
ダ ー 』 の編 集 長 時 代 の、 マ ル クス 主 義 に依 拠 した 、 ベ ル の戦 時 体 制 論 が フ ォ ロー され て い る。
そ こで は、 ベ ル が 、 まず 第 一 に、 戦 時 体 制 にお け る経 済 計 画 を利 用 して 、 巨大 ビ ジネ ス が 統 治
機 構 を支 配 す る よ う にな っ た と認 識 して い た こ と を析 出 す る と と も に、 第 二 に、 ベ ル が ヒル
フ ァー デ ィ ング の 『金 融 資 本 論 』 を批 判 ・援 用 しな が ら、 独 自 の 「独 占国 家 」 論 の 形 成 に着 手
して い る こ と、 そ の さ いベ ル が 、 ヒル フ ァー デ ィ ング の理 論 に伏 在 す る、 マ ル クス 主 義 の経 済
決 定 論 を批 判 し、 政 治 権 力 の 問 題 を視 野 に収 め よ う と して い る こ とが 析 出 され る。 さ ら に第 三
に、 戦 後 ベ ル が 、 二 大 階 級 論 に よ って は 捉 え る こ と が で き な い事 態 、 す な わ ち ホ ワ イ ト ・カ
ラー や 専 門職 の 増 大 とい う事 態 を 目の あ た り に して 、 マ ル クス 主 義 か ら距 離 を と るよ う に な
り、 これ に代 わ り う る理 論枠 組 み を模 索 しは じめ た こ とが 、 確 認 され て いる。 本 章 の 解 析 は、
ア メ リカ 戦 時 体 制'分析 に も、 有 益 な 示 唆 を含 む 射 程 を持 っ て い る点 で 、 非 常 に興 味 深 い。
「第2章 ア メ リカ合 州 国 に お け る社 会 主 義 地 域 的 多 様 性 とエ ス ニ シテ ィー 一」 は、 ベ
ル の マ ル クス 主 義 か らの 脱 却 の模 索 の 過 程 か ら生 み 出 さ れ た 、 『マ ル クス 社 会 主 義 の 発 展 と背
景』 を解 析 した もの で あ る。 そ こで は、 ベ ル が なぜ 合 州 国 に社 会 主 義 が な い のか と い う 問題 を
探 求 し、① 社 会 党 の支 持 基 盤 の ひ とつ で あ っ た 中 西部 にお け る 「福 音 主 義 的」 社 会 主 義 の特 質
と、 ② ニ ュ ー ヨー ク社 会 主 義 の外 来 的性 格 とを析 出 し、 とも に、 地 域 的 多 様 性 とエ ス ニ シテ ィ
の 多 様 性 と を特 質 とす る ア メ リカ 社 会 の実 態 分 析 に 成 功 しな か っ た 原 因 を突 き 止 め て い る こ
と、 これ が 具体 的 に 明 らか に さ れ て い る。
「第3章 マ ッカ ー シ ズ ム 論一 『地 位 政 治 』 一 」 で は、 『イ デ オ ロギ ー の 終 焉 』 に収 録
さ れ て い る ベ ル の マ ッカ ー シ ズ ム 分析 に光 が あ て られ て い る。 こ こで は、 ベル が マ ッカ ー シ ズ
ム の 支 持 基 盤 と して 、 「地 位 」 を失 い つ つ あ る 「貴 族 」 と、 上 昇 しつ つ あ る が まだ 安 定 的 「地
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位 」 を え て いな い エ ス ニ ッ ク集 団 と に着 目 し、 「地 位 政 治 」 とい う、 マ ル クス 主 義 に は な か っ
た新 しい概 念 を確 立 した こ とが 確 認 され て い る。
「第4章 ニ ュー ヨー ク 港 湾 労 働 者 問 題」 に お いて は、 ベ ル が 、 「地 位 」 をめ ぐる ア イ ル ラ
ン ド系ギ ャ ン グ とイ タ リア 系ギ ャ ング と の港 湾 労 働 者 支 配 を め ぐる対 立 関 係 を実 証 的 に解 明 し
て い る こ と に光 を あ て 、 「ギ ャ ング の組 織 的不 正」 の 発 生 根 拠 を解 明 して い る こ とが 、 生 き 生
き と描 き 出 され て い る。 本 章 の分 析 は 、 ア メ リカ 労 働 運 動 史 の 特 異 な 性 格 を解 明 す る 手 が か り
を与 え る展 望 をふ くんで い る点 で 、 貴 重 な 貢 献 とな って い る。
「第5章 『イ デ オ ロギ ー の終 焉』 論 」 で は 、 ベ ル の マ ル クス 主 義 か らの 脱却 が 、 反 マ ル ク
ス と い うの で は な く、 マル ク ス 主 義 の批 判 的継 承 と い う意 味 で 、 「ポ ス ト ・マ ル クス 主 義 者」
の 誕 生 とな って い る と い う、 従 来 の ベ ル 像 を くつ が え す 分 析 が 提 示 さ れ て い る。
「第6章.『 脱 工 業 社 会 の到 来 』」 は、 非 常 に 大 きな 影 響 力 を も っ た ベ ル の 『脱 工 業 社 会 の
到 来 』 を解 析 した もの で あ る 。 こ こで は 、 脱 工 業社 会 の 特 徴 と して ベ ル が、 工業 か らサ ー ビス
業 、 と く に教 育 ・保 健 部 門 へ と主 要産 業 が 転 換 した こ と、 専 門職 の 増 大 とそ れ に と もな う非 官
僚 制 的 組 織 の 登 場 、 大 学 ・大 学 院 進 学 率 の 上 昇 、 「所 有 と経 営 と の分 離」 の拡 大 、 を あ げ て い
る こ とに 着 目す る と と も に、 第 二 にベ ル が 、 「理 論 的知 識 の 体 系 化 」 と 「科 学 とテ ク ノ ロ ジー
と の新 た な 関係 」 を も っ と も重 視 して い る こと、 した が っ て ベ ル は、 「理 論 的 知 識」 を生 産 す
る 「大 学」 に 、脱 工 業社 会 の 「基 軸 構 造 」 とい う位 置 を与 えて い る こ とが 、 確 認 され て い る。
それ ゆ え 「基 軸 構 造 」 に お いて 発 生 した 「学 生 反 乱 」 は、 脱 工 業 社 会 の重 大 な 課 題 とな る。
コ ロ ン ビア大 学 の 学 生 反乱 を事 例 と しつ つ、 脱 工 業 社 会 に特 有 の 「大 学 問題 」 を解 明 しよ う と
した ベル の認 識 に メ ス を入 れ た のが 、 「第7章 『脱 工業 社 会 』 にお け る 『学 生 反 乱』」で あ る。
こ こで も ま た、 ベル の経 験 的 ・実 証 的 分 析 に、 立 ち入 った 考 察 が 加 え られ て いる 。
研究史上ベル にっいて は、彼 の抽象的な認識枠組み のみ に着 目しつつ、その保守的なイデオ
ロギー的偏 向が 問題 とされて きた。 しか し本論文は、ベル のrイ デオ ロギーの終焉』「を分析 す
る際 にも、ベル の アメ リカ社会 につ いて の経験的分 析 にまで立 ち入 って検 討す る ことによっ
て、ベルのマ ッカー シイズム論 にして も、ニ ュー ヨー ク港湾労働 者分析に して も、 また脱工 業
社会論 と分か ちがた く結びつ いて いる コロンビア大学の学生反乱分析 にして も、 ベル の鋭 い リ
ベ ラルな思想的スタ ンス を、明確 に析 出する ことに成功 してお り、研 究史上貴重 な貢献 となっ
て いる。
以上の理 由か ら審査委員会は全員一致 して、本論 文の提 出者 は、博士(文 学)の 学位 を授与
され るに十・分な資格 を有する もの と判 断 した。
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